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2018-19年度 5月29日　第44回
日時／令和元年5月29日（水）12:30〜
場所／JRホテルクレメント高松

令和になって早一ヶ月が過ぎようとしています。皆さん、
新元号「令和」に慣れましたでしょうか。パソコン･アプリの
Excelも、今年の4月と5月の日付を入力しますと自動的に“平
成”“令和”や“H”“R”等が付加されるようにアップデート
されているようです。
先日の日曜日に、香川県を主舞台に開催されているイタリ
ア語で“Triennale”（3年毎）の“瀬戸内国際芸術祭（瀬戸
芸）”春期間（4/26-5/26）が終了しました。皆さん、何処かの
作品鑑賞に行かれたでしょうか。地元の私は「灯台基暮らし」
で、毎期その内にと思いながら期間が終了してしまうのが常で
す。今年は私は、この期間にイベントの一環として、香川県立
ミュージアムで開催されていた“高松松平家博物図譜「江戸の
超グラフィック」～自然に挑む～”に、最終日の26日に行って
きました。高松藩を治めた高松松平家が約250年前に制作した
魚を主とする水生生物を描いた「衆鱗図」、鳥を描いた「衆禽
画譜」、植物を描いた「衆芳画譜」「写生画帖」が展示されてい
ました。現代では図鑑と呼ばれる類の絵画集です。写真の無い
時代に絵師の観察眼と記憶によって描かれた、魚の鱗や鳥の羽
毛、植物の葉脈など、微細な線や質感を表す技法や彩色に驚き
感動致しました。この展示は、瀬戸芸の春期間だけでしたが、
美術だけでなく音楽や芸能等も含めた芸術祭が“夏期間”“秋
期間”に開催されます。次の期間にも瀬戸芸の何処かの会場で
発見や感動を味わいたいと思っております。
さて、今日は芸術の一つである音楽イベントについて、先程
ご紹介のありました“香川第九実行委員会”中西委員長様から
客話をいただくことになっています。「第九」と言えば、過日
のNHK-TVブラタモリで鳴門の第一次世界大戦ドイツ兵板東
俘虜収容所での“第九”が日本で最初の合唱であったこと、昨
年末の当クラブ忘年家族会で“第九”を合唱したこと等、思い
浮かんできます。後ほどのご講演を楽しみにしております。
それでは、令和最初月の最後の例会をお楽しみください。

6月5日	 新入会員入会式　宮本直樹氏　
	 第7回クラブ協議会（次年度第2回クラブ協議会）
	 日時：6月12日（水）　18:30～21:30
	 場所：JRホテルクレメント高松　
	 次第：新旧クラブ協議会（2F 雅）18:30～20:00
	 	 懇親会（2F 暁・霞）20:00～21:30
	 	 活動計画書の提出期限：5月28日（火）
最終例会（夜間例会）　　　
	 日時：6月26日（水）　18:30～21:00

	 場所：JRホテルクレメント高松 2F扇の間（和宴会場）

　　　　　　　「第九でひらける親睦の世界」
1987年に誕生した「かがわ第九」も今年の令

和元年には33回目をむかえます。第九の合唱を
錦の御旗に三十数年の実績を手づくりで、フィ
ナーレは会場一体となって「歓喜に寄す」の合

唱でつつまれる、独自の香川方式を積み重ねてきました。
日本で歌い継がれている「第九」の歴史そのままに、「汗と

笑顔と感動」を一人ひとりの親睦の輪につつんで今日にいたっ
ています。
年末の歳時記にまでなっている「第九」は、第一次世界大戦

で捕虜となり、徳島県坂東に収容中のドイツ兵たちによって初
めてうたわれました。現在、我が国で「第九」を歌う市民が20
万人を超えるといいます。世界でも異例のことで、海外の指揮
者たちをおどろかせています。
小学生から中高年豊齢者まで多くの市民が全国の愛好者をも

巻き込んで、かがわの第九は成長を続けています。練習の合間
に子供たちが配ってくれるあめに力づけられ、パンフレットに
ご協賛を頂きながら「かがわの第九」を歌い続けます。是非、
ロータリアンの皆さまもご参加ください。令和の最初は11月3
日（日）14時開演、レグザム（県民）ホールのステージで歌い
あげます。練習は7月から県内4か所の会場でします。お待ちし
てます。	 連絡先：090-3789-8869

二 コ 二 コ 箱

小野会員「お先に失礼します。」
計￥1,000　　合計￥528,670

会員掲示板

●メークアップ
前田会員、森（恒）会員、田中（弘）会員、宮本会
員、上村会員、堀会員、岡林会員、

ロータリーソング
「四季のうた、夏」
ソングリーダー　新地会員

2018-19年度 6月5日　第45回
日時／令和元年6月5日（水）12:30〜
場所／JRホテルクレメント高松

　今日は6月最初の例会です。今年も半年を迎えることになり

会長挨拶 会　長　篠田日出海

幹事報告

客　話 香川第九実行委員会委員長　中西久米子様

会長挨拶 会　長　篠田日出海

例会場／JRホテルクレメント高松3階「玉藻の間」　毎週水曜日　12:30〜13:30

ロータリーは世界をつなぐ
RI会長：マーク・ダニエル・マローニー　会長：髙島秀樹　幹事：田中理
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例　会
ました。また、改元1ヶ月を経過して皆さん如
何ですか。
今月は、“ロータリー親睦活動月間”です。
ロータリーの二本の柱「親睦」と「奉仕」の一
方です。すべての奉仕活動の源は親睦に発し

て、親睦こそ奉仕の心を呼び起こすのだとされています。当ク
ラブも今月12日例会のクラブ協議会後と26日最終例会で、懇親
会が設定されています。この懇親会で会員同士の親睦を深めら
れて、活発なロータリー活動についての源にしていただけたら
と思っています。
さて、My	Rotary	に登録されている会員には、Eメールで

「2020年国際大会（ホノルル）へのご登録」が来ていることと
思います。来年6月6日～10日にハワイ･ホノルルで行われる
ロータリー国際大会の案内です。来年今頃のワイキキ・ビーチ
に思いを馳せて、登録しようかなと思っています。ところで、
今年の国際大会は、今月の1日～今日5日まで、ドイツ・ハンブ
ルクで開かれています。我がクラブからは	Sobhani	会員が参
加されているようで、2日に来た彼からのメールには、国際ロー
タリーの多くの	Past	RI	President	と一緒に写っている併立写
真が送られて来ました。後日、ハンブルクの国際大会について
の話しを聞きたいものです。
それでは、今日の卓話で親睦・奉仕と
同様にロータリーの基本理念の一つ“四
つのテスト”の講話を詫間戦略計画委員
長から拝聴して、今後のロータリー活動
に役立ていただけるようお願いします。

会員数：61名　6月Rレート：1ドル＝110円　（5月　112円）
第7回クラブ協議会（次年度第2回クラブ協議会）
	 日時：6月12日（水）　18:30～21:30
	 場所：JRホテルクレメント高松　
	 次第：新旧クラブ協議会（2F 雅）18:30～20:00
	 	 懇親会（2F	暁・霞）20：00～21：30
最終例会（夜間例会）　　　
	 日時：6月26日（水）　18:30～20:30
	 場所：JRホテルクレメント高松 2F扇の間（和宴会場）

　　　　　　　「四つのテスト」
1929年世界大恐慌のなか、破産状態のクラブ
アルミニウム会社の再建を頼まれたハーバー
ト・テーラーが高邁な倫理と道徳に基づいた簡
潔で暗唱できる会社指針“四つのテスト”を浸

透させ会社を救った。
1954年	その版権がテーラーからRIに譲渡され、ロータリー
の“行動基準”となった。
「The	Four	Way	Test」	Testは単数	4通りで一つの問いかけ
…4方向全てが合格でOK
“Of	the	things	we	think,	say	or	do”「言行はこれに照らして

から」と訳されているが、say	or	do	だけでなく、think（考え、
発想）も試されている。
１．“Is	 it	 the	TRUTH？”カタログ、表示、契約、求人条件
等は事実ですか、誇張はないか…排ガス、燃費表示に不正は
ないか、あなたの社員への話は事実ですか

２．“Is	it	Fair	to	all	concerned”fairには公平・平等という意
味は無い。それは関係する人皆にとって公正ですか　フェア
プレイか　公正な取引ですか　下請け等への支払いで力関係
を利用した値引きは

３．“Will	it	build	GOODWILL	and	BETTER	FRIENDSHIPS”
それはよい評判を得て、よりよいごひいき・常連客を獲得す
るでしょうか

４．“Ｗill	it	be	BENEFICIAL	to	all	concerned”関係者（従業
員、仕入先、顧客、株主等）に対象を限定し、それは関係者
皆に金銭的恩恵が渡ることになるでしょうか

二 コ 二 コ 箱

板坂会員「ごぶさたしております。久しぶりに出席させて頂きました。」
SOBHANI会員「ハンブルクのRIの会議に出席しました。彼らに高松南

RCに来るように訪問依頼しています。おかげさまです。」

詫間会員「ご清聴有難うございます。」
宮脇会員「誕生祝ありがとう。」

計￥20,000　　合計￥548,670

会員掲示板

●ビジター
田中一一様（高松西RC）

ロータリーソング
「国歌」「四つのテスト」「バースデーソング」
ソングリーダー　平井会員

2018-19年度
第７回クラブ協議会
6月12日　第46回

日時／令和元年6月12日（水）12:30〜
場所／JRホテルクレメント高松

先程皆さんには、ご逝去されました越智繁彬会員へ哀悼の意
を表し、黙祷を捧げていただきました。確か4月頃、越智会員
から私の携帯電話に突然電話が入りました。その時は世間話の
後、日赤病院に入院しているのだとサラッと仰られましたの
で、お見舞いに行くからと申し上げましたら、明晰な口調でい
つものことだからと、見舞いを固辞されました。私もいつもの
入院だと思ってお見舞いに伺わないうちに、この悲報に接して
愕然としているところです。
会員名簿を見ますと越智会員は、平成9年6月の入会で丁度22

年間の在籍でした。高松で高校時代を過ごした私と同年代の友
人に聞きますと、当時、西日本放送の名アナウンサーでディス
クジョッキーやニュースキャスターとして、大活躍だったと
聞いております。享年82歳でお亡くなりになったとのことです
が、非常に博学才穎で、趣味の写真やアマチュア無線以外に、
進取の気性に富みパソコンやインターネットの事に造詣が深
く、オンラインストレージの“Dropbox”や画像ファイルを縮小
する“縮専（縮小専用）”等のアプリを教えていただいたのも越
智さんでした。また、私共の高松南ロータリークラブのホーム
ページを最初に作られたのも越智会員でした。この様なことを
思いだしながら、改めて越智繁彬会員のご冥福をお祈り致しま
す。
さて、今日の例会では今期の第7回クラブ協議会兼次期の第2

回クラブ協議会が行われます。髙島秀樹次期会長の活動方針の

幹事報告

卓　話 戦略計画委員長　詫間行芳会員

会長挨拶 会　長　篠田日出海
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例　会
基、各委員会の活動計画について各委員長が発表します。会員
の皆さんは、自分の所属する委員会以外の活動計画を知ってそ
の活動に協力すると共に、所属する委員会活動との連携方策等
について、知識や認識を深められることを期待しております。
協議会後には懇親会が予定されています。今月は“ロータ
リー親睦活動月間”です。この懇親会で会員同士の親睦を深め
られ、今後のロータリー活動が活発になることを希望していま
す。
それでは、長時間の例会になりますが、クラブ協議会よろし
くお願い致します。

第7回クラブ協議会
各委員会報告
豊田PDG講評　太田PDG講評

二 コ 二 コ 箱

藤田会員「本日は、誕生会開催ありがとうございます。一年間プログ
ラム委員長よろしくお願いします。越智さんには感謝の気
持ちでいっぱいです。」

田中（理）会員「本日は、誕生日のプレゼントありがとうございました。」
計￥4,000　　合計￥552,670

会員掲示板

●メークアップ
新地会員、前田会員、豊田PDG、中村（厳）
会員、吉田会員、田中（理）会員、岡（隆）
会員、松木会員、小野会員、田村会員、森

（恒）会員、宮本会員、堀川会員、堀会員

ロータリーソング
「それでこそロータリー」
ソングリーダー　堀（一）会員

2018-19年度
第8回クラブ協議会
6月19日　第47回

日時／令和元年6月19日（水）12:30〜
場所／JRホテルクレメント高松

6月15日と16日の国際ロータリー第2670地区ローターアクト
地区大会に、香川大学ローターアクトクラブ（香大RAC）を
提唱しているクラブの会長として出席して参りました。ロー
ターアクトクラブとは、今更言うまでもありませんが、「18歳
～30歳の人たちが集まり、リーダーシップや職業スキルを磨
き、楽しみながらボランティア（奉仕）活動をする会」と定義
されています。今回の第33回地区大会では、地区内のローター
アクト7クラブが、それぞれ活動報告を行いました。それらで
若者達のロータアクト活動の一端を知ることが出来ました。
我々が提唱しています香大RACは、地区内最多のクラブメン
バー85名を擁し、1978年創立ですから41年間の活動をしている

ことになります。
さて、先週のクラブ協議会での次期活動計画発表、ご苦労様

でした。今日は、今期最終のクラブ協議会で五大奉仕委員会
の活動実績報告がなされます。各委員会の皆さんは、この1年
間、忙しい中、時間をやり繰りして活動計画の実施を遂行して
いただきました。天候やスケジュール、また諸般の事情で計画
通りに行かなかったこともあると思います。今日の実績報告を
参考に、今後のロータリー活動がより活発に進められることを
期待しています。
それでは、クラブ協議会での「五大奉仕委員会活動実績報

告」、非常に短い時間ですが、よろしくお願い致します。

最終例会（夜間例会）　　　
	 日時：6月26日（水）　18:30～20:30
	 場所：JRホテルクレメント高松
	 参加予定　31名　　　2F扇の間（和宴会場）
	 多数のご出席をお願いします
7月10日	 2019－2020年度　第3回　クラブ協議会
	 時間：12：30～13：30
	 場所：JRホテルクレメント高松　3F
	 次第：2019-2020年度　
	 	 五大奉仕委員長活動計画の発表
5大奉仕委員会実績報告
クラブ奉仕委員会	 高島委員長
職業奉仕委員会	 木田委員長	（多田幹事代読）
社会奉仕・環境保全委員会	 林委員長	 （多田幹事代読）
国際奉仕委員会	 堀祥二委員長
青少年奉仕・ローターアクト委員会	 熊田委員長
例会終了後、定例理事・役員会

二 コ 二 コ 箱

宮本会員「高松南ロータリーで3年間お世話になり、ありがとうござ
いました。皆様の益々のご発展を祈念いたします。」

合田会員「仕事に家庭に、心機一転精進します。」
宮脇会員「一日会ゴルフ、また勝ちました。2連覇です。次回の取り

切戦も勝ちそうな予感がします。皆さんもがんばって下さ
い。」

前田会員「お先に失礼します。」
詫間会員「戦略計画委員会一年間お世話になりました。」
新地会員「誕生祝ありがとうございました。合田会員ありがとうござ

います。」
計￥12,000　　合計￥564,670

会員掲示板

●メークアップ
森（恒）会員、宮本会員、新地会
員、 豊 田PDG、 松 本 会 員、 堀 会
員、田中（理）会員、髙島会員

ロータリーソング
「奉仕の理想」
ソングリーダー　石井会員

会長挨拶 会　長　篠田日出海

幹事報告

宮本会員退会挨拶
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2019年7月例会予定　2019～2020年度テーマと運営方針
No. 日 時間 場所 例会プログラムおよびその他 講演者

1 3 12:30〜 JRホテルクレメント高松
「2019－20 クラブ運営方針発表」 髙島会長、田中幹事

理事役員会

2 10 12:30〜 JRホテルクレメント高松 第3回クラブ協議会
（5大奉仕委員長活動計画発表）

3 17 12:30〜 JRホテルクレメント高松
卓話「新会員卓話／自己紹介」 宮本直樹会員

定例理事役員会

4 24 12:30〜 JRホテルクレメント高松 卓話「短期交換留学生を受け入れて」 プログラム委員長　藤田徳子会員

5 31 12:30〜 JRホテルクレメント高松 卓話「高松養護学校夏季集中研修会に参加して」 職業奉仕委員長　岡隆夫会員

2019年8月例会予定　会員増強・新クラブ結成推進月間
No. 日 時間 場所 例会プログラムおよびその他 講演者

6 7
17:30〜

JRホテルクレメント高松
ガバナー補佐懇談会 会長・幹事他

18:30〜 第4回クラブ協議会（ガバナー補佐訪問夜間例会）

7月の誕生者
〜おめでとうございます〜

豊田　章二（19日）、近藤　弘行（23日）、合田　弘朗（28日）、森　恒弘（30日）

₅月出席率

例会日 正会員 出席免除 免除出席 出席数 欠席数 補填数 補正出席数 出席率

₅月累計 240 60 25 145 53 10 155 74.50 ％

高松南ロータリークラブ  Monthly Report　　発行日／月１回　　発行／高松南ロータリークラブ
編　集／会報・広報・雑誌 委員会　多田耕三　詫間行芳　増尾茂之　牟礼昌忠　田中理
事務所／〒 769-0102　高松市国分寺町国分 2755　鷲谷直子方　TEL・FAX 087-874-5303

永年、広報でお世話に
なった越智会員が亡くな
りました。「ちょっとい

いはなし」でウエットをきかせ、大変な重荷であった
広報を週刊から月刊に負担軽減をはかられました。月
刊に伴い「編集後記」はうまれたのです。今は「ちょっ
といいはなし」も広報が1年間途切れた以前のものは見
られません。残念なことです。故人とは教育勅語をよく
語り合っていた「編集子」です。この教育勅語は左右の
イデオロギーをからますと話しがややこしくなります。
勅語の12徳を想起したいものです。①孝行（子は親に孝
養をつくす）②友愛（兄弟、姉妹は仲良くする）③夫婦
の和（夫婦は仲睦まじく）④朋友の信（友人とはお互い
信じあって付き合う）⑤謙遜（自分の言動は慎もう）⑥
博愛（広くすべての人に愛の手をさしのべよう）⑦修学
習業（勉学に励み職業を身につけよう）⑧智能啓発（智

徳を養い才能を伸ばそう）⑨徳器成就（人格の向上）⑩
公益世務（広く世の人々や社会のためになる仕事に励
む）⑪遵法（法律・規則・秩序・マナーを守り従う）⑫
義勇（正しい勇気をもって国のためにまごころをつく
す）と12の徳を唱えています。昨今のニュースを見聞き
するにつけ、また、日常的にも、経営的にも、職場環境
の中にも徳を指し示しています。先月号に引き続き記述
しますが、かたちより入りてこころに至る。かたちを何
でもかんでも古臭いものと破棄したり、逆に後生大事に
抱え込むようなことはせず、正しい伝統を形成していき
たいものです。
森羅万象に美を見出し、喜びを謳い上げてこられた越

智先輩のごめいふくを祈りつつ、高松南RCの新年度の
スタート月の編集です。
	 （編集子）

編集後記


